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● 第３回全統共通テスト模試から見直しておきたい問題 

【 問題 】 
第２問 

 

 

 
 

 

 ２０２６年度共通テスト あと４５日で押さえるポイント 数学Ⅱ，数学 B，数学 C 
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【 ポイント 】  

 第３回全統共通テスト模試の「数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ」において、第２問指数関数・対数関数は、音の周波数を常用対

数を用いて分析する問題でした。このような日常現象を数学を用いて分析する問題は本番でも出題される可能性が高

いので、問題文の読み取りの訓練からしっかり行っておきましょう。また、常用対数の値を常用対数表を用いて計算し

ているので、こういった表の読み取りの訓練もしっかり行っておきましょう。 
最初の設問であるアから、常用対数表を用いる問題ですが、式変形の仕方の誘導がついているにもかかわらず正

答率は８割程度でした。その後もイ～ケまで、正答率が８割程度から５割程度まで少しずつ下がっていき、最後のコは

正答率がさらに下がり 3.5 割程度でした。コはカ～ケと同様な式変形で求めることができます。（問題文のコの前に「同

様に考えると」と書かれています。）実際の共通テストでも最初に誘導に従って計算の仕方を学んだら、最後はそれと

同様に自分で問題を解いてみるという形式の出題があり得ますから、こういう流れを意識して復習して本番に生かして

いただきたいです。 

 

8 / 8




